
三
ノ
五
、
大
和
笠
置
寺
大
法
師
等
解
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出
典 

宗
性
、
春
華
秋
月
抄
十
八
、
鎌
倉
遺
文
第
二
卷 

九
〇
二
に
所
収 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解
説 

 

 

久
安
年
中
（
一
一
四
五
～
一
一
五
〇
年
）
に
境
内
に
お
い
て
の
狩
猟
を
禁
じ
る
た
め
境
内
地
の
確
認
が
行
わ

れ
、
鳥
羽
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
、
当
時
京
都
の
警
察
、
裁
判
を
司
る
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
源
為

義
（
源
頼
朝
の
祖
父
）
が
実
検
使
と
な
り
来
山
。
検
分
の
う
え
境
内
地
を
確
定
し
て
絵
図
面
に
記
録
し
て
、

更
に
役
人
が
加
判
の
う
え
寺
の
庫
に
納
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
境
内
に
お
い
て
狩
猟
や
漁
猟
は
止
み
、
境

界
の
争
い
は
な
く
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
年
）
に
春
日
神
社
に
属
す
る
小
柳
生
の
安
部
近
弘
ら
が
こ
の
鳥
羽
院
庁

御
下
文
に
背
き
、
五
十
年
余
り
続
い
て
い
た
寺
領
の
南
限
で
あ
る
阿
多
恵
谷
に
て
田
畠
を
開
作
し
、
田
五

町
余
を
刈
り
取
り
、
僧
坊
も
掠
め
、
社
領
と
称
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
た
め
笠
置
寺
は
鳥
羽
院
庁

御
下
文
を
盾
に
寺
領
は
柳
生
と
笠
置
寺
と
の
境
に
あ
る
阿
多
恵
谷
以
北
と
主
張
し
て
そ
の
正
当
性
を
訴
え

た
も
の
で
あ
る
。 

 

笠
置
寺
の
南
限
で
あ
る
柳
生
の
荘
は
春
日
社
領
で
あ
っ
た
た
め
、
春
日
社
の
被
官
で
あ
っ
た
春
日
神
人

と
の
争
い
は
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
解
案
」
の
「
解
」
と
は
寺
社
な
ど
が
役
所
に
出
す
上
申
の
こ
と 

 

原
文 

 

東
大
寺
別
院
笠
置
寺
大
法
師
等
謹
解 

申
請 

天
裁
事 

 

請
被
殊
蒙 

天
裁
、
停
止
春
日
社
領
大
和
国
小
楊
生
郷
住
民
、
安
部
近
弘
等
横
募
神
威
、
背
鳥
羽
院
庁

御
下
文
并
副
下
絵
図
四
至
、
五
百
餘
歳
寺
領
山
内
、
去
々
年
始
開
作
田
畠
、
依
加
制
止
、
剰
相
論
外
苅
取

作
田
五
町
餘
、
兼
以
寺
中
僧
房
半
分
以
南
、
併
称
社
領
、
條
々
猛
悪
状 

 

副
進 

 

 
 

鳥
羽
院
庁
御
下
文
案
一
通 

 

右
、
謹
検
安
（
案
か
）
内
、
当
寺
草
創
以
來
五
百
餘
歳
、
一

四
至
敢
無
異
論
、
代
々
国
符
明
鏡
之
上
、
近

則
去
久
安
年
中
奏
聞
、
鳥
羽
仙
院
、
停
止
山
中
狩
猟
之
日
、
依
召
進
絵
図
、
重
仰
源
為
義
、
遣
実
検
□
（
使

か
）
之
処
、
帳
已
叶
地
勢
、
領
掌
都
無
牢
籠
、
仍
成
賜
庁
御
下
文
之
刻
、
主
典
代
等
絵
図
之
面
加
判
行
、
永

被
奉
納
寺
庫
畢
、
五
十
餘
歳
久
止
山
水
之
漁
猟
、
両
国
四
隣
詳
弁
林
谷
之
際
目
、
爰
去
□
（
年
か
）
去
々
年

間
、
神
戸
住
人
近
弘
等
、
伐
木
開
地
、
耕
作
田
畠
、
寺
僧
行
向
加
制
止
之
処
、
為
寺
領
之
條
、
敢
不
及
相

論
、
抂
可
令
出
作
之
由
、
神
民
乍
承
伏
、
姧
不
出
請
文
、
仍
若
小
下
僧
等
破
却
田
廬
之
間
、
彼
等
乗
勝
、

忽
称
往
古
私
領
、
兼
又
相
論
之
外
、
苅
取
数
町
之
作
稲
、
剰
称
悪
行
張
本
、
可
被
行
罪
科
於
寺
僧
之
由
、

訴
申
前
関
白
家
（
藤
原
兼
実
）
、
遂
去
年
十
一
月
於
勧
学
院
対
問
両
方
之
処
、
神
民
等
濫
吹
無
道
、
披
陳
巻
舌
、



即
非
同
日
之
論
、
殆
取
当
座
之
咲
、
條
々
雖
繁
、
所
詮
者
只
南
北
堺
論
也
、
而
寺
領
絵
図
云
、
南
限
阿
多

恵
云
々
、
今
耕
作
件
阿
多
恵
以
北
也
、
神
民
申
云
、
久
安
院
宣
者
不
捜
子
細
、
暗
所
被
仰
下
也
、
不
足
叙

用
云
々
、
披
陳
之
旨
、
可
謂
勿
論
、
凡
白
川
・
鳥
羽
二
代
勅
定
者
、
末
代
之
憲
章
、
当
時
之
亀
鏡
也
、
就

中
事
非
卒
爾
、
大
経
（
既
脱
か
）
沙
汰
、
至
于
当
世
、
恣
欺
厳
旨
、
自
餘
之
事
、
可
以
察
矣
、
又
以
治
安
・

長
元
施
入
宣
旨
、
雖
備
神
領
証
拠
、
彼
只
以
大
和
国
添
上
郡
可
為
社
領
之
状
也
、
全
不
載
四
至
、
寺
領
本

是
山
城
国
相
楽
郡
也
、
何
足
為
証
験
、
但
如
近
弘
等
申
状
者
、
以
当
山
中
二
石
為
両
国
堺
、
即
神
戸
北
際

也
、
神
主
時
盛
朝
臣
紛
失
状
中
載
件
四
至
云
々
、
此
外
更
無
一
紙
公
験
者
、
件
紛
失
状
者
、
承
安
之
比
、

為
掠
領
山
中
字
暗
谷
小
田
、
神
主
泰
房
之
始
所
造
謀
書
也
、
件
時
自
関
白
家
召
問
子
細
於
前
神
主
時
盛
之

処
、
虚
誕
之
由
進
自
筆
押
書
、
仍
永
被
停
彼
濫
妨
、
寺
社
相
論
只
彼
一
代
也
、
至
于
去
年
、
開
作
爾
許
田

畠
称
社
領
、
謀
計
之
至
不
遑
翰
墨
、
早
召
覧
去
年
問
注
記
、
無
其
隠
歟
、
加
之
、
寺
中
僧
□
奪
取
半
分
、

欲
属
社
領
、
後
白
河
院
御
祈
願
所
安
養
浄
土
院
等
即
其
内
也
、
事
之
奇
特
、
言
語
難
及
、
非
只
滅
仏
法
、

還
失
神
威
之
基
也
、
非
只
蔑
僧
徒
、
已
軽
朝
威
之
源
也
、
白
日
廻
天
、
聖
代
□
古
、
如
此
濫
行
、
若
無
厳

察
（
密
か
）
之
誠
、
弥
増
暴
悪
、
寧
有
平
安
之
朝
哉
、
抑
当
寺
者
、
天
智
聖
代
権
輿
之
伽
藍
、
良
弁
僧
正
止

住
之
勝
地
也
、
五
十
□
（
丈
か
）
之
尊
儀
者
、
人
謂
未
曽
有
之
石
像
、
四
百
廻
之
斎
会
者
、
世
称
第
三
伝
之

八
講
、
霊
異
感
応
、
普
天
所
知
也
、
就
中
、
後
白
河
法
皇
忝
及
臨
幸
、
殊
凝
叡
信
、
雍
洲
隣
縣
、
施
入
田

薗
、
已
催
十
善
之
帰
依
、
誠
為
吾
山
之
眉
（
目
脱
か
）
、
悲
哉
法
皇
若
御
世
、
寧
及
此
殃
哉
、
所
仰
者
只
漢
主

周
公
之
聖
明
也
、
所
憑
者
僅
舎
那
慈
氏
之
冥
助
也
、
神
不
亨
非
礼
焉
、
何
奪
寺
領
為
社
領
、
夭
不
勝
徳
焉
、

争
依
魔
界
殄
仏
界
哉
、
望
請
天
裁
、
且
任
正
理
、
永
断
濫
妨
、
兼
召
誡
一
両
輩
之
凶
徒
、
弥
紹
隆
五
百
歳

之
法
燈
矣
、
以
解
、 

 
 

建
久
八
年
二
月 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笠
置
寺
大
法
師
等 

 

読
み
下
し
文 

東
大
寺
別
院
笠
置
寺
大
法
師
等
謹
解 

天
裁
を
申
請
す
る
事 

 

殊
に
天
裁
を
蒙
り
、
春
日
社
領
、
大
和
国
小
楊
生
郷
の
住
民
、
安
部
近
弘
等
の
横
募
（
暴
？
）
神
威
（
神

の
持
つ
絶
対
的
な
力
）
に
し
て
鳥
羽
院
庁
御
下
文
幷
に
副
の
下
絵
図
の
四
至
に
背
き
、
五
百
余
歳
の
寺
領
山
内

に
て
、
去
々
年
田
畠
の
開
作
を
始
む
。
制
止
を
加
え
る
に
依
り
、
剰
へ
相
論
外
の
作
田
五
町
余
を
刈
り
取

り
、
兼
せ
て
寺
中
の
僧
房
半
分
以
南
を
以
て
、
併
せ
て
社
領
と
称
す
。
条
々
の
猛
悪
を
停
止
せ
ら
れ
る
を

請
う
の
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

副
進
す 

 

 
 

鳥
羽
院
庁
御
下
文
案
一
通
（
注
一
） 

 

右
、
謹
ん
で
案
内
（
官
庁
で
作
成
し
た
文
書
の
内
容
）
を
検
ず
る
に
、
当
寺
草
創
以
来
五
百
余
歳
、
一

四

至
敢
え
て
異
論
無
く
、
代
々
の
国
符
（
国
司
が
郡
司
に
下
し
た
公
文
書
）
に
明
鏡
（
明
ら
か
な
る
こ
と
）
の
上
な
り
。 

 

近
く
は
則
ち
去
る
久
安
年
中
（
一
一
四
五
～
一
一
五
〇
年
）
奏
聞
（
奏
上
。
天
子
に
申
し
上
げ
る
）
に
よ
り
、
鳥

羽
仙
院
、
山
中
の
狩
猟
を
停
止
す
る
の
日
（
由
？
）
、
召
し
に
依
っ
て
絵
図
を
進
め
、
重
ね
て
源
為
義
（
注
二
）

に
仰
せ
あ
り
て
実
検
（
実
否
を
検
査
す
る
役
）
使
と
し
て
遣
は
さ
る
の
処
、
帖
（
書
付
）

已
す
で
に

地
勢
に
叶
い
、
領



掌
（
領
有
し
て
支
配
す
る
こ
と
）

都
す
べ
て

牢
籠
（
他
を
自
己
の
術
中
に
入
れ
て
自
由
に
使
う
こ
と
）
す
る
こ
と
無
し
。
仍
っ

て
庁
の
御
下
文
を
賜
る
の
刻
に
成
り
、
主
典
代
（
天
皇
に
奉
仕
し
、
公
文
の
作
成
に
あ
た
っ
た
院
司
）
等
、
絵
図

の
面
に
判
行
を
加
え
、
永
く
寺
庫
に
奉
納
せ
ら
れ
畢
ん
ぬ
。
五
十
余
歳
久
し
く
山
水
の
漁
猟
は
止
み
、
両

国
四
隣
詳
し
く
林
谷
の
際
目
を
弁
ず
（
明
ら
か
に
す
る
）
。 

 

爰
に
去
年
、
去
々
年
の
間
、
神
戸
（
神
社
に
属
す
る
民
）
の
住
人
近
弘
等
、
木
を
伐
り
地
を
開
き
て
田
畠
を

耕
作
す
。
寺
僧
行
き
向
か
い
て
制
止
を
加
え
る
処
、
寺
領
と
為
す
の
状
は
敢
え
て
相
論
（
争
う
こ
と
）
に
及

ば
ず
し
て
抂
げ
て
出
作
せ
し
む
べ
き
の
由
、
神
民
（
阿
部
近
弘
）
承
伏
（
納
得
し
て
随
う
こ
と
）
し
乍
ら
奸
に
し

て
請
文
（
誓
文
？
）
を
出
さ
ず
。 

 

仍
っ
て
若
小
の
下
僧
等
、
田
廬
（
田
の
中
に
建
っ
て
い
る
庵
）
を
破
却
す
る
の
間
、
彼
等
は
勝
ち
に
乗
じ
、

忽
ち
往
古
よ
り
の
私
領
と
称
し
、
兼
せ
て
又
相
論
の
外
、
数
町
の
作
稲
を
刈
り
取
り
、
剰
へ
悪
行
の
張
本

と
称
し
て
罪
科
（
し
お
き
）
を
寺
僧
に
行
は
る
べ
く
の
由
、
前
関
白
家
（
藤
原
兼
実
）
に
訴
へ
申
す
。 

 

遂
に
去
年
十
一
月
勧
学
院
（
注
三
）
に
於
い
て
両
方
対
問
の
処
、
神
民
等
濫
り
に
無
道
（
道
理
に
外
れ
て
い

る
事
）
を
吹
き
、
巻
舌
（
驚
嘆
す
る
様
子
）
を
披
陳
（
弁
明
す
る
）
し
、
即
、
同
日
（
前
に
述
べ
た
そ
の
日
）
に
非

ざ
る
の
論
は
殆
ど
当
座
（
そ
の
場
に
い
る
人
々
）
の
咲
（
笑
う
の
古
字
）
い
を
取
る
。 

 

条
々
繁
な
り
と
雖
も
所
詮
は
只
南
北
の
堺
の
論
也
。
而
し
て
寺
領
の
絵
図
に
云
う
に
南
限
は
阿
多
恵
（
注

四
）
と
云
々
。
今
耕
作
の
件
は
阿
多
恵
の
北
を
以
て
也
（
阿
多
恵
の
北
で
当
然
笠
置
寺
の
境
内
。
従
っ
て
争
論
の
起

き
る
事
は
無
い
筈
で
あ
る
）
。
神
民
申
し
て
云
う
、
久
安
の
院
宣
は
子
細
を
捜

た
ず
れ

ず
、
暗

ひ
そ
か

に
仰
せ
下
さ
る
所
也
。

叙の

べ
用
い
る
に
足
り
ず
と
云
々
。 

 

披
陳
（
開
き
述
べ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
笠
置
寺
の
主
張
）
の
旨
、
勿
論
の
こ
と
と
謂
う
べ
し
。
凡
そ
白
川
、

鳥
羽
二
代
の
勅
定
は
末
代
（
将
来
）
の
憲
章
に
し
て
、
当
時
の
亀
鏡
也
。
就
中
、
事
は
卒
爾
（
突
然
の
事
）
に

非
ず
。
大
い
に
（
既
に
、
脱
？
）
沙
汰
（
役
所
の
命
令
）
を
経
る
を
、
こ
こ
に
当
世
に
至
り
て
恣
に
厳
旨
を
欺

く
。
自
余
（
そ
れ
以
外
の
こ
と
）
の
事
、
以
て
察
す
可
し
。 

 

又
以
て
治
安
（
一
〇
二
一
か
ら
二
三
年
）・
長
元
（
一
〇
二
八
か
ら
三
六
年
）
の
施
入
（
寄
進
）
の
宣
旨
は
神
領
の

証
拠
を
備
へ
る
と
雖
も
、
彼
は
只
以
て
大
和
国
添
上
郡
を
社
領
と
為
す
を
可
と
す
る
の
状
也
。
全
く
四
至

を
載
せ
ず
。
寺
領
は
本
是
れ
山
城
国
相
楽
郡
也
。
何
ぞ
証
験
（
証
拠
、
し
る
し
）
と
為
す
に
足
り
る
や
。 

 

但
し
、
近
弘
等
申
し
状
の
如
き
は
、
当
山
中
の
二
石
を
以
て
両
国
の
堺
と
為
す
。
即
ち
神
戸
の
北
際
也
。

神
主
の
時
盛
朝
臣
、
紛
失
の
状
中
に
件
の
四
至
を
載
す
と
云
々
。
此
の
外
に
更
に
一
紙
も
公
験
（
権
利
の
移

転
を
公
的
に
証
明
す
る
文
書
）
無
き
は
、
件
の
紛
失
の
状
は
承
安
（
一
一
七
一
か
ら
七
四
年
）
の
比
、
山
中
字
暗
谷

小
田
の
領
を
掠
め
ん
が
為
に
、
神
主
泰
房
が
始
め
て
謀
書
を
造
る
所
也
。
件
の
時
、
関
白
家
よ
り
召
さ
れ

子
細
を
前
神
主
時
盛
に
問
は
る
る
処
、
虚
誕
（
作
り
事
）
の
由
を
自
筆
の
押
書
（
誓
約
書
）
に
て
進
む
。
仍
っ

て
永
く
彼
の
濫
妨
（
略
奪
す
る
事
）
を
停
め
ら
る
。 

 

寺
社
の
相
論
、
只
彼
の
一
代
也
。
去
年
に
至
り
、
開
作
し
て
田
畠
を
社
領
と
称
す
る
を
許
す
は
謀
計
の



至
り
に
し
て
、
翰
墨
（
書
き
物
）
に
遑
あ
ら
ず
。
早
く
去
年
の
問
注
記
（
裁
判
に
際
し
て
当
事
者
の
主
張
の
聴
取
を

問
答
形
式
で
記
録
し
た
も
の
）
を
召
覧
せ
ば
其
の
隠
れ
無
し
。 

 

之
に
加
う
る
に
、
寺
中
の
僧
□
（
房
？
）
の
半
分
を
奪
い
取
り
て
社
領
に
属
さ
ん
と
欲
す
。
後
白
河
院
御

祈
祷
所
の
安
養
浄
土
院
等
即
ち
其
の
内
也
。
事
の
奇
特
（
不
思
議
な
様
）
言
語
に
及
び
難
し
。
只
仏
法
を
滅

ぼ
す
の
み
に
非
ず
し
て
、
還
り
て
神
威
を
失
す
る
の
基
い
也
。
只
僧
徒
を
蔑
す
る
の
み
に
非
ず
し
て
、
已

に
朝
威
を
軽
ん
ず
る
の
源
也
。
白
日
廻
天
し
、
盛
代
□
古
、
此
の
如
き
の
濫
行
（
出
鱈
目
な
行
い
）
、
若
し
厳

察
（
密
？
）
の
誡
め
無
く
ば
、
暴
悪
は
弥
増
し
、
寧 

平
安
の
朝
有
ら
ん
や
。 

 

抑
も
当
寺
は
天
智
の
聖
代
権
輿
（
事
の
起
こ
り
）
の
伽
藍
、
良
弁
僧
正
止
住
の
勝
地
也
。
五
十
丈
の
尊
儀

は
、
人
、
未
曾
有
の
石
像
と
謂
い
、
四
百
廻
の
斎
会
は
、
世
に
第
三
伝
の
八
講
と
称
す
。
霊
異
の
感
応
（
信

心
の
誠
が
神
仏
に
通
じ
る
こ
と
）、
普
く
天
の
知
る
所
也
。
就
中
、
後
白
河
法
皇
忝
な
く
も
臨
幸
に
及
び
て
殊
に

叡
信
を
凝
ら
す
。
雍
州
（
山
城
地
方
）
の
隣
県
よ
り
田
薗
を
施
入
（
寄
進
）
し
、
已
に
十
善
（
天
皇
）
の
帰
依

を
催
す
は
、
誠
に
吾
山
の
眉
（
目
、
脱
か
？
）
と
為
す
。 

 

悲
し
い
哉
、
法
皇
、
若
し
御
世
な
ば
、
寧 

此
の
殃
に
及
ぶ
や
。
仰
ぐ
所
は
只
漢
王
周
公
の
聖
明
（
優
れ

た
聡
明
さ
）
也
。
憑
る
所
は
僅
か
に
舎
那
慈
氏
の
冥
助
也
。 

 

神
は
非
礼
を
亨

ふ
る
ま

わ
ず
。
何
ぞ
寺
領
を
奪
い
社
領
と
為
す
や
。
夭
（
わ
ざ
わ
い
）
は
徳
に
勝
ら
ず
。
争
い
は

魔
界
を
依た

す

け
、
仏
界
を
殄

ほ
ろ
ぼ

す
。
望
む
ら
く
は
天
裁
を
請
う
、
且
つ
正
理
（
正
し
い
道
理
）
に
任
せ
、
永
く
濫

妨
を
断
ち
、
兼
せ
て
一
両
輩
（
一
人
か
二
人
）
の
凶
徒
を
召
し
誡
め
て
、
弥 

五
百
歳
（
笠
置
寺
草
創
よ
り
こ
の

時
既
に
五
百
年
）
の
法
灯
を
紹
隆
さ
れ
ん
こ
と
を
。
以
解 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建
久
八
年
（
一
一
九
七
年
）
二
月 

日 

笠
置
寺
大
法
師
等 

  

注
一
、
笠
置
寺
縁
起
に
は
「
第
八
十
四
代
順
徳
院
、
建
保
三
年
亥
乙
九
月
四
日
、
去
鳥
羽
禅
定
法
皇
勅
定
、
任
庁
下
文
之 

 
 
 

面
、
四
隣
之
郷
民
等
於
当
寺
領
内
者
不
可
企
畋
獵

捕
之
旨
、
被
成
下
院
庁
御
下
文
者
也
、
自
爾
以
降
、
近
隣 

 
 
 

之
四
従
等
則
止
殺
生
畢
」
と
鳥
羽
上
皇
に
よ
る
勅
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。 

 

注
二
、
為
義
は
久
安
二
年
（
一
一
四
六
年
）
か
ら
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
年
）
の
間
、
左
衛
門
尉
検
非
違
使
で
あ
っ
た 

 

注
三
、
学
僧
養
成
機
関
な
る
も
、
所
領
に
関
す
る
検
断
、
強
訴
の
調
停
等
も
行
う 

 

注
四
、
笠
置
寺
よ
り
南
に
向
か
い
柳
生
へ
入
っ
た
所
に
、
今
も
阿
多
恵
地
蔵
が
あ
る 

  


